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令和４年度 研究概要 

１．「たのしい学校の創造」の実現に向けた４年間と社会の動向 

（１）研究の歩み

 

 

 

 

 

平成３０、令和１年度 研究主題「大好き 南百合」

社会科・生活科・総合的な学習の時間などを通じて、地域への誇りや愛情を涵養すること

を目指し、創立５０周年副読本作成事業等を通じて教材化を視点に研究を進めた。副読本を

用いて授業を実施しながら検証していったが、子どもの変容をすぐに見とることが困難なた

め、改めて子どもの姿を見直すと以下のように整理することができた。 

【良さ】素直、知識がある、答えを出せる、言われたことができる 

【課題】傾聴、表現（言葉や図表）、主体性・自主性、体験・驚き・興味、 

「わかった」が本当の理解になっているのか

令和２・３年度 研究主題「自分の考えをもち 関わりながら 楽しく学ぶ子」 

研究副題「問いを生み出す学習過程の工夫」 

教科等の枠組みを踏まえて育成を目指す資質・能力と教科横断的な視点から学習の基盤と言語

能力を確認し、後者を「人と関わり合う力」とした。「問い」を生み出し、そこから自分の考え

をもつことや様々な「楽しさ」を感じている子がいたことなど、多くの成果が見られた一方で、

（特に）子ども同士の「かかわり」（それを支える言語能力）に課題があることや「楽しさ」の

定義を見直していきたいという教師の願いも生まれた。 

子どもの姿から、目指す資質・能力を考えていく中で、教師側の課題として「①授業の中

での「問い」を生み出すことが苦手②思考の流れを大切にした単元づくりができていない」

の２点があがった。これを解決することが目指す子どもの姿（研究主題）の実現に迫る手立

てになると考え、研究主題を変更し、授業改善の方策としてに研究副主題を位置付けた。 
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（２）社会の動向

 急速に社会は変化しており、予測が困難な時代となっている。子どもたちが成人する頃には、我が国

は厳しい挑戦の時代を迎えているとも予想されている。「コロナ渦」においても、社会や学校の様子は大

きく変わったことは明白である。本校においては、「運動会から趣旨を変えたスポーツ集会」や「場や構

成を工夫した卒業式」等混乱の中でも変化に向き合いながら、教職員や子供、地域の人などと「かかわ

り合い」ながら「問題解決」をしてきた。学習指導要領（平成２９年告示）には、「学校教育には、子供

たちが様々な変化に積極的に向き合い、他者と協働して課題を解決していくことや，様々な情報を見極

め知識の概念的な理解を実現し情報を再構成するなどして新たな価値につなげていくこと，複雑な状況

変化の中で目的を再構成することができるようにすることが求められている。」（下線は筆者）と記述が

ある。多様な他者と「かかわり合う」中で、「問題解決」していくプロセスが重要であることは、教師自

身も身に染みてわかったであろう。行事や教科等、学校教育全体でこのプロセスを意識して指導してい

くことが大切である。 

なぜ、社会科・生活科・生活単元学習において「かかわり合い」が大切なのか。この問いに対する解

を教師が明らかにしていくことも、研究を検証していく上で大切な部分である。先述したことだけでは、

「社会科・生活科・生活単元学習」において「かかわり合い」が大切であるのかの必要十分条件は満た

していない。それぞれの目標を見ていくと、社会科「グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和

で民主的な国家及び形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を育成すること」、生活科「自立し

生活を豊かにしていくための資質・能力を育成すること」とある。生活単元学習の解説には「児童が生

活上の目標を達成したり、課題を解決したりするために、一連の活動を組織的・体系的に経験すること

によって、自立や社会参加のために必要な事柄を実際的・総合的に学習するもの」とある。教師自身、

急速な社会の変化に向き合いながら、それぞれの教科等で「学ぶ意味」を考えていく中で、「かかわり合

う意味」も捉えていきたい。この点に関しては、研究を進めていく中で問い続けていきたい。 

２．研究内容 

（１）研究主題及び研究副主題について

以上のことを鑑み、本校の研究主題（目指す子どもの姿）を 

自分の考えをもち かかわり合いながら 学びを深める子 

と設定した。 

「自分の考えをもち」…導入・展開・まとめ等の場面における「問い」に対しての考え 

※「問い」とは、単元や数時間ごとに集団で共有した問題を指す

「かかわり合いながら」…「問い」を解決するための、「人」や「材」とのかかわり 

 特に集団内における「問題解決」の中での往還的な「かかわり合い」 

「学びを深める子」…学習指導要領に基づく、資質・能力の育成 

自身の変容の実感 

昨年度の「関わり」より、往還的なものにするため「合い」を入れ、より広義な意味合いで考

えられるように、「かかわり合いながら」とした。昨年度の「楽しい」の意味を問い直す中で、

「資質・能力」の育成を教師が改めて意識していくために「深める」と文言を変更した。 



3 

 

（２）研究副主題について 

そして、研究主題（目指す子どもの姿）に迫るために、授業改善の方向として、研究副主題を 

主体的に追究できる学習過程の工夫 

と設定した。 

【「主体的に追究できる学習過程」とは】 

「主体的な学び」や「追究」に関する捉えを明らかにし、副題を子どもの姿として共通理解した。 

 

 

 

 

 

 

南百合丘小の授業では、 

①「え！？」「やってみたい！」など、「疑問・興味・関心」を大切にし、 

②「前と同じように考えると～！」「～で調べたい！」など、「既習や経験をいかした見通し」をもち、 

③「早速調べました！」「次は～を知りたい！」など、「粘り強く」取り組み、 

④「なるほど！考えが変わった！」「次は～したい！」など、 

自身の変容を認知し、「たのしく追究」していくような子どもの姿を目指していく。 

 

 

（３）研究主題に迫るための３つの視点 

 研究主題「自分の考えをもち かかわり合いながら 学びを深める子」を具現化するため、副主題

の「主体的に追究できる学習過程の工夫」を授業改善の方向として位置づけ、具体的な授業改善の視

点を以下のように設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【視点① 学習過程】  

 本研究で、最も重視している視点である。 

材との出会いや終末の在り方など、たのしく追究していけるように「デザイン」していく。 

 

【視点② 学習活動】 

 学びを深めるための手段として、 

多様な言語活動やツール・方法など「問題解決」に向けた学習活動を重視する。 

 

【視点③ 学習と指導と評価の一体化】 

 子どもの姿を見とることを大切にし、「資質能力の育成」や「変容」を促すような一体化を図る。 

学ぶことに興味や関心を持ち，自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら，見通しをもって

粘り強く取り組み，自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」が実現できている

かという視点。                   【学習指導要領総則編 抜粋・一部加筆】 

追究…未知の物事をどこまでも探って明らかにしようとすること。      【明鏡国語辞典】 
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視点① 学習過程について 

たのしく追究していけるような学習過程にしていくために、教師の「デザイン力」が重要になって

くる。昨年度、大切にしてきたことの中でも以下の２点は特に大切にしながら「学習過程」を「デザ

イン」していく。

〇子どもと教師が「見通し」をもてる単元構成 

図１                     図２ 

（令和 3年度 研究報告会資料） 

単元の終末子どもの姿を具体的にイメージし、そこに迫るために単元の導入で単元の全体や一部を

見通すことができる「単元の学習問題」を設定する。また、「単元の学習問題」設定後、図２に示した

ような追究の視点を子ども達がもつことで、主体的に学習を進められるようにしていく。 

〇子どもの思考の流れを考えた「資料提示」 

（令和 3年度 研修資料） 
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 昨年度、大切にしてきた「問い」の設定については引き続き大切にしていく。「問い」の設定時も含

め、「資料提示」に関しては、①「資料内容」…ねらいの達成のために適切か②「タイミング」…子供

に必要感があるときなのか③「出し方」…グラフ化、順番、切り取りなど④「声かけ」…どこに着目

させるかの４点を意識して資料精選をしてきた。資料の役割を考え、教師が資料提示していく。今年

度は、子ども自ら収集してきた資料も視野に入れた上で精選していく。 

＜「問い」の設定時の問題意識のパターン例＞ 

 昨年度までの実践の中での、問題意識の持ち方にはいくつかのパターンがあった。大切なこと

は、「子どもの姿」を考え、「ねらい」に迫っていく「問い」にすることであるが、問題意識パター

ンを知り意識して設定していくことで、高い追究意欲がもてるようにしていく。もちろん、これに

限らず、「問い」の設定に関しては考えていくと共に、「文言」にもこだわり子どもに全てを委ねず

につくっていく。 

〇「驚きや矛盾」…資料を比較することなどで、出てくる「ズレ」から出てくる問題意識。 

（例）たくさんの観光地があるのに、なぜ大山が神奈川発の日本遺産に認定されたのであろう。 

人口が増えているのに、なぜごみの量は減っているのだろう。 

〇「変化や継続性」…社会的事象同士の変化や継続性から出てくる問題意識。（歴史学習に多い） 

（例）なぜ、20年間という短い間に明治の世の中はこんなにも変わることができたのだろう。 

どのようにして江戸幕府は２６０年間も武士による政治を安定させていったのだろうか。 

〇「疑問」…１枚の写真や活動などから出てくる疑問から出てくる問題意識。 

（例）だれがどのようにして、火事をふせいでいるのだろうか。 

たくさんのごみはだれがどのように処理しているのだろうか。 

〇「切実感」…他人事にはできない事実から出てくる問題意識。 

（例）川崎市では大地震に対して、どのようなそなえをしているのだろう。 

ごみを減らすために自分たちができることは何だろう。 

視点② 学習活動について 

学びを深めていくために、「話す、聞く、書く、読む」など、どんな言語活動を行っていくのか。また、

どんなツール（ノート、ワークシート、GIGA端末など）・方法（全体、グループ、個人など）を用いる

（教師が指定するのか、子どもが選ぶのか）ことがより効果的であるのか。子どもの姿やねらいに即し

たものを設定していく。場の設定や体験（的な）活動等もねらいに応じて取り入れていく。 

「GIGA端末の活用」、「付箋を用いたグループ活動」など、「問題解決」に迫らずに活動が目的になっ

てしまわないよう、「学習活動」の意味を考え、設定していきたい。 
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（昨年度の実践例） 

 

 （令和 3年度 研究報告会資料） 

 社会科では、「社会のしくみ」を理解していくために、「関係図」をつくったことで「人の営み」や

それぞれのつながりがとらえやすくなり有効であった。 

 

 

視点③について 学習と指導と評価の一体化 

資質能力の育成や個の変容を見とるために、「振り返り（学びの足あと）」を共通のツールとして活

用していく。「学習と指導と評価の一体化」としたのは、「わかったいたかどうか」⇒「必要に応じて

指導」という単純な図式ではなく、①「主体的」に学べていたか②「かかわり合い」の中で学べてい

たか③「学びを深めて」いたかという視点で３つを紡ぎ合わせながら考えていくことで、研究主題に

迫っていく。そして、子どもの見とりをもとに、学習過程を修正していく。 

さらに、「自己評価」としても、活用していくことで自身の変容が実感できるようにしていく。 

 

＜振り返りの書かせ方＞ 

①～③を見とっていくために「何を書かせるのか」が重要になってくる。 

基本的には、一人一人の学びが見えるように「考えの変容」が書けるようにしていく。 

 

＜ポイント例＞ 

①・疑問や見通し「なぜ～なのか？」「～したい！」 

 ・既習とのつながり「〇〇のときと同じように考えると～」 

②・友達の名前「〇〇さんの～という意見を聞いて～」 

③・変容「予想と比べると～」 

・意志決定「～だと思う！なぜなら～」「（立場を明確に）」 

など、学びが見えるような書かせ方を大切にしていく。 
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〇「振り返り（学びの足あと）」の活用 

（３）学習を支える言語能力の育成

 昨年度の反省で、「話型に頼ってしまう」「長いセンテンスで語れるようになってほしい」「子ども対

教師の授業になってしまう」「話す・聞く指導を系統立てて行えていなかった」等の課題が出て。全教

科等を通じて、「言語能力の育成」の必要性を確認した。 

 そこで、言語部を中心として、教科横断的な視点で、「話す」「聞く」「書く」「読む」などのスキル

を身に付けさせると共に、言葉を通じて、他者と協働しながら新たな価値を創造していく態度を養っ

ていけるように指導していく。 

昨年度は、①「一欄性」と ②「個の変容」を大切に 

作成していった。 
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（４）令和４年度 研究構想図

R４目指す子ども像（各学年） 

特別支援 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

新
し
い
仲
間
を
認
識
し
、

一
緒
に
活
動
す
る
子

自
分
で
気
づ
き

「
ど
う
し
て
だ
ろ
う
？
」

が
言
え
る
子

「
ど
う
な
る
か
な
？
」

や
っ
て
み
て
、

発
見
を
広
げ
る
子

社
会
科
の
学
び
方
を
知
り

自
分
事
と
し
て
考
え
を
聞
き 

視
野
を
広
げ
る
子

社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ

自
分
の
考
え
を
伝
え
合
い

学
び
を
広
げ
る
子

社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ

様
々
な
立
場
か
ら
自
分
の
考
え
を
も
ち 

納
得
解
を
目
指
す
子 

今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、 

社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
、

他
者
の
意
見
や
思
い
を
尊
重
し
、

自
分
で
考
え
行
動
で
き
る
子 

〈研究副主題〉（授業改善の方向） 

主体的に追究できる学習過程の工夫 

【授業改善の視点】 

学校教育目標 

考える子（進んでよく学びよく考える子） 

思いやりのある子（心の豊かな思いやりのある子） 

ねばり強い子（心身ともに健康でねばり強く取り組む子） 

〈研究主題〉（育成したい資質・能力） 

自分の考えをもち かかわり合いながら 学びを深める子

生活科 社会科 生活単元学習

①学習過程 ②学習活動 ③学習と指導と評価の一体化

学習を支える言語能力の育成 

 教科横断的な視点で、「話す」「きく」「書く」「読む」などのスキルを身に付けさせると共に、言

葉を通じて、他者と協働しながら新たな価値を創造していく態度を養う。 

資質・能力の育成に向けて、各学年の実態に

応じて、学び方を知ったり、見方・考え方を働

かせ（生かせ）たりする姿を大切にする。 

目指す。
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３．研究組織や研究方法 

（１）組織図

（２）活動内容

①研究全体会

・研究内容。方向等の共通理解を図る。

・各学年の授業について研究協議を行う。

・研究協議をもとに自己の授業をふり返り、明日の授業へつなげる。

②授業研究部

・研究授業の推進、協議会の進行、協議会の記録

・指導案の検討

③資料部

・授業で作った資料データ・指導案、教材（具体物）の管理の推進

（ぽんぽこ・chromebook等のデータ管理） 

・授業学年の写真・ビデオ撮影とデータ管理

・校内環境の整備（日常の中で可能な範囲でできるもの）

・紀要作成（ファイルの整理）

④言語部（現職研修）

・研修を行って南百合丘小の子どもの資質・能力向上につなげる。

・教員間の学びや実践の共有を図る。 

・校内ニーズ（教科指導・学級経営・児童指導など）の把握

・研修会の立案・運営（ミニ研修・自主研修）

⑤低・中・高・サポート部会、学年部会

・学年の子どもの実態を捉えて、「目指す子ども像」を明確にする。

・教材研究、授業研究

・授業学年の時は研究協議（グループ協議）で中心となって話す。

研究全体会 

資料部 

言語部 

（現職研修） 

低・中・高学年・サポート部会 

学年部会 

研究推進委員 

・全職員の共通

理解を図り、

研究全体を推

進する。

・研究の方向、計

画、運営の調整 

・研究協議会の

活性化

・年間反省・次

年度の計画・

立案

研究推進委員会 

授業研究部 




